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り
作
土
（
ア
マ
土
〉
の
若
返
り
の
効
果

作
土
の
下
の
鋤
床
層
に
は
い
ろ
い
ろ

な
無
機
物
〈
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
等
）
が

作
土
か
ら
流
れ
て
集
積
し
て
い
る
場

合
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
破
砕
し
反

転
し
て
作
土
に
混
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
客
土
し
た
よ
う
な
効
県
と
な
り

作
土
が
若
返
る
。

深
耕
の
効
果
の
高
い
土
綴
と
し
て
は

鋤
床
庖
砂
礁
の
水
回
以
外
の
乾
田
は

深
耕
の
効
果
が
高
い
。

鋤
床
層
の
硬
レ
私
落
ち
型
水
田
は
効

県
が
高
レ
と
見
ら
れ
る
。

二
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
概
要

仙
川
県
有
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
現
在
六

台
あ
り
、
英
国
製
フ
ア
ガ
ソ
ン
白
馬

力
ホ
イ
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
で
ブ
ラ
ク
耕

に
よ
る
深
耕
、
砕
土
地
均
作
業
、

ロ

ー
タ
リ
ー
粉
、
そ
の
顎
剤
撒
布
拶
業

柑
引
を
行
い
ま
す
。

制
作
業
の
内
容
、
能
的
出
、
料
金

θ

プ
ヲ
ク
M
W
深

さ

立

1
8
ns
、

一
一
尺
歩
｝
m
c
c円
で
約

一
時
間
で

起
こ
し
ま
す
。

＠
砕
土
地
均
作
業
プ
ラ
ク
緋
を
し

た
あ
と
砕
土
地
均
を
行
い
ま
す
。

一
反
歩

4
2
H約
三

O
分
で
す
。

プ
ラ
ウ
耕
と
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す

の
で
深
耕
し
地
均
し
し
ま
す
と
一

反
歩
M

・c
c
c円
で
す
。

＠
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
ロ

l
タ
y

l
耕

転
機
の
よ
う
に
耕
む
し
、
ロ
ー

］
∞
口

B

に
起
こ
し

一
反
歩
約
三

O

分
か
か
り
料
金
は
】
C
C
C
3
で
す
。

付
申
し
込
み
に
つ
レ
て

ご
希
望
の
方
は
農
協
ま
た
は
農
業
セ

ン
タ
ー

へ
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
水
田
ば
か
り
で
な
く
、
畑
地
も

深
耕
効
制
球
が
高
い
で
す
。
起
こ
す
時

期
は
秋
か
r
門
容
に
か
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

朝
日
町
農
業
改
良
普
及
所

泊
公
民
館
文
化
祭
行
事
日
程

奉

加

団

体

朝
日
文
化
服
装
学
院

裂

千

家

日

付

日

H

U
月

3
．4
・5
目

。
4
目

。
q
u
．』唖ロ
H

8

7
日

h

v

R

U

Q

UV
門口

・4

中
旬

a
F
q
υ
－an
u
r
3
 

，
勺

eB
E
A

－－－－
e
r
L
L

’’

ra・ρO
守

1

「

唱

E
A
4
a
a
，L
S

。

日
日

午
后

h
q

打
日

夜

’r 

18 
日

，， 

20 
日

行

事

服
装
作
品
展

お

茶

の

会

古

美

術

展

沼

山

の

心

ノ

雲

林

会

生

花

展

池

の

坊

草

月

流

名
士
講
演
会

講

師

未

定

書

画

展

高

等

学

校

写

真

展

開

好

者

創

作

舞

踊

佐

藤

妙

子

舞

踊

研

究

所

琴
の
合
奏
会

各

流

泊
町
文
化
功
労
者
表
彰

混

戸

合

唱

朝
日
混
声
合
唱
団

フ
ア
ツ
V
ヨ
ン

νヨ
l
朝
日
文
化
服
装
学
院

短

歌

会

午
前

北
陸
電
力
の
サ
ー
ビ
ス
月
間

北
陸
電
力
で
は

o
よ
い
電
気
、
よ
い
サ

ー
ビ

ス
h
q

を
目
標
に
十

一
月

一
日
よ
り
三

十
日
ま
で
全
社
宏
あ
げ
て
慣
例
の
ナ
l
ピ

ユ
月
聞
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
1
ピ
λ

月
聞
に
は
次
の
よ
う
な
行
事

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
皆
さ
ま
の

ご
利
用
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

て

需
用
家
庭
訪
問
ど
用
添
わ
り

各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
電
気
に
つ
い
て

の
ご
意
見
、
ご
希
盟
、
ご
相
談
を
承
わ

る。

ニ
、
街
灯
滑
姉
サ
ー
ビ
ス

市
街
の
美
化
、
不
良
化
防
止
、
交
通
事

故
防
止
の
た
め
街
灯
の
清
掃
、
不
点
箇

所
の
改
修
に
つ
と
め
る
。

三
、
屋
内
配
線
の
適
正
化
指
導

冬
の
停
電
事
故
を
妨
ぐ
た
め
配
電
線
を

強
化
す
る
と
と
も
に
ご
家
庭
の
屋
内
配

線
適
正
化
を
指
導
し
ま
す
。

四
、
電
気
知
識
の
普
及

電
化
鴇
習
会
、
サ
ー
ビ
ス
路
談
会
、
映

画
会
の
開
催
な
ど

北
陸
電
力
よ
り

測
量
器
具
寄
贈

こ
の
た
び
北
陸
電
力
株
式
会
社
の
ご
好

意
に
よ
り
中
学
校
教
材
用
と
し
て
ト
ラ

ン

ジ
ッ
ト
三
台
、
レ
グ
エ
ル

ニ
ム
ロ
の
無
償
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
境
川
発
電
所
建
設
工
事
に
北

電
が
使
用
し
て
い
た
も
の
で
す
。

白

教
育
長
「
非
常
に
高
価
で
精
巧
な
測
量

一
編
集
兼
発
行

器
具
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

一
印

刷

所

一
送

料

い
ま
す
。
早
速
各
中
学
校
へ
配
置
し
て
教

一一
定

価

材
用
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
」

一

場

所

泊
公
民
舘

。
朝
日
町
役
場

泊
公
民
錯

。
泊
小
学
校

。
b
q
 

hv 
泊
公
民
館

。
あ
な
た
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
一

冊

。

一
九
六
三
年
版

富
山
県
民
手
帳

一
部

八

十

円

申

込

先

朝

日
町
役
場
鶏
務
課

1
・qu
no

…新
一刊
…図
書
案
内
一

朝
日
町
立
中
央
図
書
舘

ロ
ン
ド
ン
上
山
県
京
五
万
キ

ロ

辻

盤

御

身

源

氏

鶏

太

投

げ

釣

り

小

田

原

一

一臨

休

暇

の

死

樹

下

太

郎

破

顔

一

笑

竹

森

一

男

暮
し
の
手
帳
前
大
橋
鎖
一
＋
・
編

鳴

門

秘

帳

下

百

川

英

治

野

性

の

女

細

島

喜

美

渡

氏

物

語

中

村

真

一

郎

編

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
出
世
・

笠

原

良

三

大

い

な

る

幻

影

戸

川

白

子

茶
碗
の
見
方

佐

藤

進

三

屍

蝋

の

市

場

島

国

一

男

永
遠
の
エ
ル
デ
ジ
ョ
イ

・
ア
ダ
ム
ソ
ン

新
当
番
外
勝
負

川
口
松
太
郎

放

浪

記

林

ぷ

美

子

え

び

あ

か

天

使

市

成

隆

立

エ
デ
ン
の
東
上
下
ス
タ
イ
ン
ベ
ツ
ク

欲

望

の

何

刈

羽

文

雄

述

命

峠

柴

田

錦

三

郎

宵

龍

の

剣

高

木

柁

光

午

後

の

微

笑

曽

野

綾

子

火

山

列

島

首

野

綾

子

野
生
の
エ
ル
グ
ジ
ョ
イ
・

ア
ダ
ム
ソ
ン

黒
い
か
げ
ろ
う

佐

竹

取

伍

夜

の

背

葉

宮

品

位

夫

本
町
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス
設
置

電
々
公
社
で
は
、
こ
の
ほ
ど
本
町
の
中

川
医
院
ょ
こ
に
ボ
ッ
ク
ス
公
衆
電
話
一一
番

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
町
で
は
泊

駅
前
に
次
ぐ
二
番
目
の
も
の
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ど
利
用
く
だ
さ
い
．

朝
日
電
報
電
話
局

六六高朝

日
田

円円町
印

役

刷場


